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研究成果の概要（和文）：　全期間で実施した模擬授業と、平成22年度と平成24年度実施の教育実習の比較から、以下
の内容が明らかになった。教育実習前の２年次に行う模擬授業では、①与えられた教材例を元に、その学習のねらいを
読み解く形で指導案を作成すること、②同一人物が同じ教材を2回実践し、その間に自らの指導言語を分析すること、
③教育実習と大学の模擬授業で扱う運動領域を連関させ、さらに映像などを用いて実際の児童・生徒の実態をよりリア
ルに把握して教材研究と模擬授業に臨むこと、以上の三点が有効であることが示唆された。これらの取り組みにより、
実習前・中の実践的指導力を向上させることができると考えられる。

研究成果の概要（英文）： The purpose of this study was to practice teacher training curriculum for 
practical competence development, and to discuss a coherent system between university and teaching.
 The main results were as follows: 1) Provide pre-service teachers with prescribed teaching plan and let 
them understand the aims were effective to give practical PE lessons .2) Practice micro-teaching twice 
and analyze their instruction between lessons was effective to understand and to improve teaching.3) 
Associate university’s courses with a practice teaching was important to enhance student's practical 
instruction abilities in teaching.

研究分野：体育科教育学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 近年、指導力不足の教員が問題視されてお
り、2004年には 566名、2008年には 306名
が認定されている。この数値は、現場教員の
力量を問うものだけではなく、教員になる前
の養成段階におけるカリキュラムの在り方
をも問うものである。諸外国では、Donald.R
と Thomas.J(1991)が、教師が自らの授業を
省察し、日々の授業を改善して行くことの重
要性を述べており、Wright(1996)は、教員志
望学生が教員養成過程での省察を行うプロ
グラムを通じて、教育現場に行くための準備
を行うことの重要性を述べている。諸外国に
は、他に年間を通して教育現場で実習を行い、
大学と現場を行き来しながら力量形成を図
る大学も存在する。 
 一方日本では、教育実習は多くの大学が 3
〜4 週間であり、大学と教育現場は依然とし
て連携できていない現状がある。中央教育審
議会（1997）は、「新たな時代に向けた教員
養成の改善方策について」を示し、その中で
「何よりも大学自身の教職課程の改善・充実
に向けた主体的な取組が必要である」と述べ
ている。しかし、果たして各大学の取組が、
実際に具体的な成果を得ているのだろうか。
疑問が残る。 
 保健体育科の教員養成に着目すると、教師
としての有効な教授技術やよい体育授業を
実現可能にする授業評価方法などの研究（高
橋ら，1991）をはじめとして、着任当初から
高い資質を発揮できる教師を育成するため
に模擬授業や教材研究などのカリキュラム
が進んでいる（小松崎，2008）。しかし、大
学の学部で行われるこれらの実践が、その後
の教育実習や教員に採用された後の実践に
生かされにくい、という課題は依然として残
されている。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、将来体育科・保健体育科の教職
に就く大学生が、在学中に実践的な力量を身
につけるための模擬授業の手法とその成果
の検証を量的・質的分析により検討し、模擬
授業を行ったことによる指導言語の変容を
教育実習中の教師行動の分析から明らかに
することを目的とした． 
 
３．研究の方法 
(1)模擬授業 A（小学校対象）の実施方法 
 全研究期間の前期（6 月〜7 月）に、小学
校教員養成課程の選択必修科目「ボール運動」
で、「ボール運動系」の模擬授業を実施した。
グループ編成を 1 チーム 6〜7 名（計 3 チー
ム）とし、教師役が一度授業を実践したのち、
課題を児童役と討議し指導案を改良、別の週
に同一教材を、違う児童役に教える方法論を
採用した。この全 2回の模擬授業の間に、録
画しておいたビデオを用いて自らの指導言
語を分析する機会を設けた。 
(2)模擬授業 B（中学校対象）の実施方法 

 全研究期間の後期（12月〜2 月）に、中学
校教員養成課程の必修科目「保健体育科教育
法Ⅱ」で、模擬授業を実施した。グループ編
成は（1）と同様とした。本研究の目的であ
る“教育実習と模擬授業の連関”の効果を探
るため、平成 25 年度は教育実習で指導する
「器械運動」を模擬授業でも取り上げ、さら
に実際の中学生（技能下位）とモデル試技を
比較しながらグループ内で下位教材の系統
性と段階的指導を検討した。そしてこの過程
を経てから、模擬授業を実施した。 
(3)教育実習中の指導言語の分析 
 教育実習で指導する運動領域を模擬授業
で扱わなかった実習中（平成 23 年度）の指
導言語と、教育実習・模擬授業ともに「器械
運動」とし両者に連関をもたせた実習中（平
成 25 年度）の指導言語を比較・分析した。
指導言語の分析には以下のカテゴリーを用
いた。 
① フィードバックの量と内容 
 運動学習場面において、教師から生徒に与
えられたフィードバックの頻度を量として
捉えた。そして、それを肯定的・矯正的・否
定的、発問、励ましに分類して、内容を分析
した。 
② フィードバックの「表現のしかた」 
 「表現のしかた」に属する以下 5つのカテ
ゴリーに当てはめ、頻度を分析した。具体的
内容は、双向性（教師と学習者の双方向的な
言語的相互作用）、伝達性（教師が発するメ
ッセージが確実に学習者に伝達されている
言語的・非言語的フィードバック）、共感性
（感情移入を伴った言語的・非言語的な肯定
的フィードバック）、表現技術（表現テクニ
ックを伴ったフィードバック）、言語内容（学
習者が容易に理解できるように工夫された
言語）である。 
(4)データの収集・分析方法 
①模擬授業の成果検証方法 
 「期間記録法」を元に、授業で配分された
時間の変容を捉えた。また、「逐語記録法」
を用いて、直接的指導場面における指導言語
を全て打ち出し、1 回目と 2 回目の変容を捉
えた。授業後の「評価シート」の評価点では、
１回目と2回目の授業評価の変容を対応のな
い t 検定を用いて分析した。「自由記述」の
分析には、SPSS Text Analytics for surveys
を用いて、単語の出現頻度と「共起」する頻
度をもとに分析した。 
②教育実習の成果検証方法 
 教育実習生が行った授業（器械運動）の運
動学習中の「フィードバック」を分析し、頻
度と内容を捉えた。フィードバックの分析に
は、双方性、伝達性、共感性、表現技術、肯
定、矯正、否定、発問、励まし、のカテゴリ
ーを用いた。 
(5)統計処理と解析ソフト 
 数 量的なデータの分析には、 SPSS 
statistics BASE を用い、自由記述の分析に
は、SPSS Text Analytics for surveys を用
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